

































　第 楽章は二長調、Presto、 分の 拍子、ソナタ形式である。
　第 楽章はニ短調、Largo e mesto、 分の 拍子、ソナタ形式である。
　第 楽章は二長調、Menuetto、Allegro、 分の 拍子、 部形式である。
　第 楽章は二長調、Rondo、Allegro、 分の 拍子、変奏を伴ったロンド形式である。





































































































　【譜例 】ベートーヴェン／ピアノ・ソナタ作品10-3 第 楽章 小節～12小節　ヘンレ原典版
　【譜例 】ベートーヴェン／ピアノ・ソナタ作品10-3 第 楽章 小節～12小節　シュナーベル校訂版
　ヘンレ原典版には記載されていない様々な記号や注釈が書き加えられていることがわかる。





想記号、②提示部【表 】、③展開部【表 】、④再現部、⑤終結部【表 】に分けて記載する。
　 分音符＝144-160と括弧付きで記されている。
【表 】ヘンレ原典版と比較したシュナーベル校訂版の加筆箇所（提示部）
小節数 -拍数 内容 筆者による注釈及び解釈 分類
2 non cresc. 小節目のフェルマータに向けて cresc.したくなるが、cresc.は
書かれていないということの確認
ii
4-1 mf 21～22小節の ffとの対比として mfと解釈されている i
4-1 (a) フェルマータの長さが提案されている（注 ） iii
4～6 ped.,  属音を保続させることの提案 iii
5-2, 6-1 p, (>) オブリガートを pで目立たせることの提案 i，iii
8-2～9-1 スラー 原典版と相違する v
9-2～10-1 (>) 和声の解決におけるディミニュエンド iii




10-2～16-1 non legato 度の分散パッセージの解釈への提案 i，iii
11 marc., f 12小節目に向けてのアウフタクトの解釈 i，iii
13-2 meno f フレーズの中間点・区切りのニュアンス i
15 (<) 度の分散形から 度の分散になり盛り上げる iii
15-2～16-1 スタッカート 原典版にはない i
22-1 (b) フェルマータの長さが提案されている（注 ） iii
22-1 fis6 原典版には ( ) がついている i
22-2 スタッカート 原典版にはない i
23 molto p, legg.ma distinto シュナーベルによる演奏の手引き i
23～53 スラー 原典版と相違する v
23～30 (<), (>) シュナーベルによるフレーズの抑揚への提案 iii
30-1 ( － ) 解決音にテヌート iii
30-2 p, スタッカート デュナーミクの意識、アウフタクトの性格の解釈 i
31 ben articolato モチーフの性格づけ i
31 mp, mf, mp 細かくデュナーミクが書かれている、右手が pと指定しているの
で左手の動きを浮き立たせるような解釈
i
33 più p, leggiero, pp モチーフの性格づけとデュナーミク i
35 p, mp 31小節目と同様と思われる i
37 più p 33小節目とほぼ同様と思われる i
38 p, melodiosamente ben 
in tempo
デュナーミクとテンポの意識 i
39 non cresc. cresc.は書かれていないということの確認（注 ） ii
45 ped.,  ffの効果を出すためにペダルを利用することの提案 iii





53-1 f フレーズの最後までデュナーミクを意識する i
53-2, 60-2 (a) 装飾音の演奏法を欄外に記載 i
53-2 tranquillo ma 
in t., distinto
モチーフの性格の解釈 i，ii
54～65 (< ) ,  (> ) ,  (－) , 
(<poco>)
細かく提案されている iii
55～56 più p, p デュナーミクの意識 i
66-2～70 スラー 原典版と相違する v
66-2～72 p, p sonore a-gis-fis-eのモチーフは冒頭のモチーフを A-durに移調したもの
だ、シュナーベルは e音に (－) を付けて強調を促している
i
69 più p, (－) カデンツを強調（注 ） i，iii
70-2～72-1  内声の動きを確認 iv
74-2, 78-2, 82-2 (>) モチーフの変化における区切り iii
77 f 72小節からの cresc.の到達点 i
79～82 cresc.---, f モチーフの上行とともに cresc.、到達点も示す i
84-2 p, sfp sop.のフレーズの入り口は p、原典版の pは85小節 i，v
87 mf, sempre cresc. cresc.の度合いを示す、ffへ向かう i，ii
91-2～93-1 (> － ) カデンツのモチーフを強調する iii
93 (>) 拍頭にアクセント（注 ） iii
93 スラー 原典版と相違する v
94～96 スタッカート 拍頭のスタッカートを意識する i
94 non cresc cresc.は書かれていないということの確認 ii
97 スラー 原典版と相違する v
98～100, 102～104 スタッカート 拍頭のスタッカートを意識する（注 ） i
101 (>), スラー 拍頭にアクセント（注 ）、スラーは原典版と相違する iii，v
105 () フレーズの切り方の解釈 iii
105～119 ff,  più p, pp, ppp デュナーミクの意識 i
121-2 sopra 旋律の受け渡しの意識 i
132 (a) フェルマータの長さが提案されている iii
（注 ） (a) は 分音符 つ分、(b) は 分音符 つ分伸ばすとの注釈が欄外にある。これは其々 分音符の誤りだと思わ
れる。
（注 ） ヘンレ原典版には括弧つきで “cresc.”が40小節 拍目に書かれている。シュナーベル校訂版には39小節目に “non 
cresc”、41小節目に “cresc.”が書かれている。




小節数－拍数 内容 筆者による注釈及び解釈 分類
141 (>f) ffの後のデュナーミクの解釈 iii
141-2 ff ma non troppo バスのメロディに対して i
145～149 (>), スタッカート 拍頭の和声の変化時を強調、スタッカートは原典版にはない iii
147～149 ff, meno f, ped., , f デュナーミクとバランス、ぺダリングはデュナーミクと関連 i
148 (<) ffに向かう意識 iii
149 (non troppo) ffについての解釈 iii
─ 8 ─
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153～157 － 145～149のゼクエンツなので上記を参照 －
161-2, 163-2, 165-2 (>), ped.,  強調し響かせる iii
166 (<) クライマックスに向かう意識 iii
167 ff,  ped., , (>) 引き続き ffで、属音（D-dur）を響かせる、属音にアクセント i，iii
169, 171, 173, 175 (>) 和声の変化時の属音（D-dur）はオルゲルプンクト iii
175～183 ped.,  カデンツによりクライマックスを構築する際に響かせる i
179～182 sf 原典版には (s)fと記載されている v
183 (a) フェルマータの長さが提案されている iii
　シュナーベルが再現部に書き記したことは提示部と全て共通しているので、分析は割愛する。
【表 】ヘンレ原典版と比較したシュナーベル校訂版の加筆箇所（終結部）
小節数－拍数 内容 筆者による注釈及び解釈 分類
303-2 ppp 299-2の ppよりオクターブ下で繰り返す i
304-2～305 (>) 305-2の ppの前に「谷」を作る iii





306-2 sopra メロディを繋げる i
309 (>) この部分は D-durから見てⅣ度調の G-durである、次の小節でそ
の同主調の g-mollに一時的に進行する際の dim.
iii
309-2 pp 原典版は次の小節で pp i，v
313 (>) 一時的に B-durに進行する前の予備としての dim. iii
314 sempre pp cresc.しないように念が押されている i，ii




316-2～ sempre tranquillo 緊張感が弛緩しないように念を押している i，iii





317～333 スラー 原典版と相違する v
318, 319, 320 pp 緊張感を保ち、くれぐれも ppを保つこと i
318, 320 ( － ) f音にテヌート、準固有音であり B-durの属音 iii
318 non cresc. ppを確実に保つ必要がある i
320-2 in t. 色彩は変化するが、テンポは決して緩めない i，ii
320-2 un poco meno p B音－ As音の短 度を B音－ Gis音の増 度に読み換えた瞬間
の響きの変化を表現している
i
321-2 non cresc. cresc.するのは333小節からを意識せよという意味 i，ii
326 f 333小節の cresc.の行先 i
326-2 (>), (>) カデンツ、和声的解決 iii
327 distinto 主音と導音の 分音符に明瞭性を求めている i
328～332 ( － ) モチーフの終わりの音が属音－主音で意識を促している iii
333～339  フレーズを更に細分化したまとまりを示している iv
333-2～340 スタッカート 拍頭のスタッカートは原典版にはない v
シュナーベルのベートーヴェン／ピアノ・ソナタ作品10-3
─ 9 ─
341, 342 () 明瞭さと荘重さを併せ持った音質の提案 iii
342 (>), sffz 343小節の終止への準備として強調することを薦めている、原典
版では sffzでなく ff
iii，v
343 sf 原典版では (s)fとなっている v
343 ped.,  最終音の響きを残す i




















































































・ ‘BEETHOVEN Klaviersonaten BAND I URTEXT G.HENLE VERLAG MÜNCHEN’
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